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 川崎市立小学校特別活動研究会 

 

文部科学省初等中等教育局から出された「新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた

学校教育活動等の実施における『学びの保障』の方向性等について（通知）」には、次のよ

うに示されています。 

 

 

 

 

 

 このことから、一部報道等にあるような「教科の遅れをどう取り戻すのか」といった話

題で出される「技能教科等を無くして、４教科だけやればよい」などの論調は、文部科学

省が示している内容と異なるものであると考えられます。 

 また、川崎市総合教育センターから 5 月 2５日に出され

た「年間指導計画一覧（例）」では、全教科等を同様に 26週

と仮定し再編成さています。学級活動においても、「２６回

（1年生は 25回）」が例示されています。 

 

 

 3か月近く、休業等によって学校から離れた子どもたちが、6月 1日からの「分散登校」

を経て、6月 15日には、「学校の新しい生活様式」に基づいたうえで、学級の全員が教室

に集まって学習を進めていきます。 

 その際、一人一人の子どもに目を配った「児童理解」の視点とともに、学級集団として

の「学級づくり」の視点をもって、さまざまな教育活動にあたる必要があります。そして、

教科指導の視点からも、「学びに向かう集団づくり」を進めていく必要があります。 

このような、学級経営の基盤となるのが「学級活動」です。 

 

左の資料は、平成 31 年度全国学力・

学習状況調査の質問紙と、児童生徒の正

答率をクロス集計したグラフです。「学級

会で話し合い、互いの意見のよさを生か

して解決方法を決めている」と肯定的に

とらえている児童生徒の方が、平均正答

率が高いという結果が出ています。学級

活動が、「学力向上」にも寄与しているこ

とが分かります。 

 

学校再開後の 
「学級活動」を基盤とした「学級づくり」のポイント 

学校教育ならではの学びを大切に 

「学校行事等も含めた学校教育ならではの学びを大事にしながら教育活動を進めていくことが大

切である」 

「学校の授業において行う学習活動を、教師と児童生徒の関わり合いや児童生徒同士の関わり合い

が特に重要な学習への動機付けや協働学習、学校でしか実施できない実習等に重点化する。」 

「学級活動」を学級経営の基盤に！ 

「学級会」と「学力」の関係 

「学びの保障」のためにも、「学級活動」を基盤として、「学校の新しい生活様式」に配慮しつ

つ、子どもたちが自分たちで自分たちのよりよい学級生活をつくっていくことが大切です！ 

「平成３１年度 全国学力・学習状況調査 報告書【質問紙調査】」令和元年 7月 文部科学省 国立教育政策研究所 

指導と評価にあたっては、国立教
育政策研究所の資料が参考になり

ます。HPでダウンロード可能です。 
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 6 月 15 日から、学級の全員が登校してくる予定です。つまり、この段階からが、いわ

ゆる「黄金の 3日間」にあたると考えて取り組みたいものです。その前の「分散登校」の

うちに、そのための下地づくりができます。 

 

①子どもたちの思いを集める 

 たとえば、右の資料は昨年度のものですが、始業式の日に配

って、翌日もってきてもらい、それをもとに、「どんな 1 年間

にしていきたいか」「どんな学級をみんなでつくっていきたい

か」を話し合いました。すでに「休業期間中」にこうしたワー

クシートを家庭学習の一環で取り組んでいる学校もあると思

います。今からでも「分散登校」の期間に、子どもたちに書い

てもらうことはできます。 

 

②子どもたちが思いを語り合う 

上記アンケートをもとに、6 月 15 日以降

に話し合います。そこから、共通事項などを整

理していくと、「どんな学級にしていきたい

か」のイメージが見えてきます。 

小学校段階では「学級目標」を子どもたちの

意見だけで決めるのは、望ましくないとされ

ています。学級目標には、学校経営目標を受け

た学級経営目標や保護者の思いなどが反映さ

れる必要があり、「子どもたちの自治的活動の範囲を超える」と考えられるからです。また、

最終的には、「言葉遊び」になってしまい、「どの言葉をどう使うか」を短い時間内に合意

形成するのは難しいためと考えられます。しかし、教師が一方的に決めてよいものではあ

りません。子どもたちが、「こういうクラスにしていきたい」という思いを十分に語り合い、

「自分たちで決めた」という思いがもてるよう適切に指導する必要があります。 

 

③学級目標の掲示を工夫する 

 教室の見やすいところに、掲示の仕方を工夫して「自分

たちの目標」を常に意識できるように配慮することが大切

です。「みんなで決めた目標を、みんなで目指して実践して

いく」といった支持的な風土が、学級に安心感を生み、自

分の居場所となり、仲間と共に助け合い、協力し合い、信

頼し合って高め合おうとする子どもを育てることにつな

がります。 

 

 

子どもたち一人一人の思いを生かした「学級目標」づくり 

参考文献：「小・中学校「自主・自立」「共生・協働」を目指した教育課程編成のための資料 V 夢や希望を抱いて生きる子どもの育成を目指して」令和 2年 3月 川崎市教育委員会 

一人一人の思いを生かして「学級目標」を設定し、理想とする姿をみんなで目指していく学級

風土を、自分たちでつくっていくことができるようになるための、教師の適切な指導が大切！ 
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 「この状況でコの字にして学級会をしていいのか？」と不安に思う方もいると思います。

5 月 22 日に文部科学省から出された「学校の新しい生活様式」を読むと、「可能である」

と読み取れます。 

  

 

 

 

 

 

左の資料および上の座席配置例の資料から、学

校再開後の 2週間は「レベル２②」であり、本市

における 6月 15日からは、「レベル１」に相当

すると考えられます。 

一方、左下の資料では、「長時間、近距離で対面

形式となるグループワーク等」を「（★）」とし、

「レベル２」の地域においては、「（★）を付けた

活動については特にリスクが高いことから、実施

について慎重に検討」とあります。 

学級会の「コの字」は、「長時間、近距離で対面

形式」ではない活動であり、「レベル２」において

も制限しているとは言えない活動であります。

「レベル１」段階においては、十分な対策（マス

ク着用、１ｍ程度離れる等）といった条件を満た

せば、コの字型にした「学級会」は可能であると

考えられます。 

なお、学級の人数によっては、椅子だけにする

ことも考えられます。 

また、「スタート集会」の内容として、「密」を

避けた内容であることが必要です。なんでもかん

でも教師から「禁止」というのではなく、「どうす

れば可能か（工夫）」を考えさせたいです。 

 

今、まさに「予測困難な時代」が到来したわけ

です。その中で、「持続可能な社会（学校・学級）」

をどうつくっていくかを考え、話し合い、合意形

成して前へ進んでいける子どもたちを育ててい

くことが、今こそ求められています。 

 

学級会で「スタート集会をしよう」などの「話合い」と「実践」を！ 

「『密』にならない集会活動の在り方」を、教師の適切な指導の下、自分たちで話し合って、合

意形成し、実践していく活動こそ、今、子どもたちに必要な資質・能力ではないでしょうか！ 
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学級活動には、学級会で話し合って、

みんなで「合意形成」を図って、みんな

で実践する学級活動（１）と、話し合っ

たことをもとにして、自分のめあてを意

思決定して、実践する学級活動（２）（３）

の内容があります。学級活動（２）（３）

の内容は、右の通りです。これらの内容

で育てたい資質・能力は「自己指導能力」

です。今、まさにその力の育成が求めら

れているのではないでしょうか。 

 

 

コロナ対策に重要なのは「手洗

い」です。学級活動（２）を通して、

課題について話し合い、自分自身

の「めあて」を意思決定して実践し

ていくことが大切です。詳しい実

践例については、今年度、各校１冊

配付している「学級活動（２）実践

事例集」を参考にしてください。 

なお、本来は、養護教諭と共に授業を行うことが効果的です。しかし、学校再開前後の

養護教諭の多忙さを考えると、養護教諭に協力してもらって事前に映像資料を動画撮影し

たり、養護教諭にアドバイスをもらいながら「手の洗い方」についての映像資料等をイン

ターネットから探したりして、授業で活用するなどの工夫を行うことも考えられます。 

また、3月に学年１冊配付されている「実践事例集（特別活動）」も参考になります。 

 

 

新学期がスタートしてから２か月間、自宅学習という状況

で、子どもたちは進級した喜びなどを感じないままにすごし

てきていることと思います。もう一度、進級した喜びを思い

起こし、夢と希望をもって成長していく１年間にするために、

自分自身が努力する「めあて」を意思決定して、実践していく

ことが大切です。「キャリア在り方生き方ノート」は奇数学年

においては刷新され、切り取ってそのまま「キャリア・パスポ

ート」にも活用できるようになっています。これらを活用し

つつ実践してください。詳しくは、昨年度、各校１冊配付して

いる「学級活動（３）実践事例集」を参考にしてください。 

 

学級活動（２）（３）の内容を積極的に実施！

を！！ 

学級活動（２）「コロナにまけるな！手洗いしよう」 

学級活動（３）「５年生になって」 

今後の第２波等も想定すると、自分の行動目標を「意思決定」して、着実に実践する力を育て

ていくことが大切になります。学級活動（２）（３）の指導の充実は生活の向上につながります。 

 


